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問題と目的
　子育ての過程において、子どものみならず親
も発達する存在である、ということはこれまで
の発達心理学の研究において様々に示されてき
た。柏木・若松（1994）は「子どもが新しい経
験や役割に出会う中で認知・人格・社会的あら
ゆる面で発達していくのと同様に、おとなもま
た、新しい経験に出会い新しい役割をとること
の中で発達する」という生涯発達的観点から「親
の発達」をとらえている。そこでは、父母とも
「親になることにより」柔軟さや視野の広がり
といった様々な側面が変化することが示されて
いる一方で、子育て中の母親は子育てに対して
肯定的な感情と同時に否定的な感情も併せ持つ
アンヴィバレントな心理状態であることが明ら
かにされている。子育てにおいて親も共に育つ
という感覚は、「育児は育自」と親自身が表現
することにも表れている。斎藤他（2010）にお
いても、地域子育て支援センターを利用してい
る母親たちを対象とした調査において「子育て
とは」という問いに対して、「自分育て」「子ど
もと一緒に自分も成長すること」「育自」とい
うように自らも変化するものである、という子
育てイメージを持つ母親が多かったことを明ら
かにしている。また、徳田（2002）は、子育て
経験を「獲得と喪失」という 2つの側面から捉
え、子どもとの関わりによってポジティブな情
緒的経験がもたらされる一方で、自分の時間や
自由といった“個人としての自己”の喪失の可
能性があると指摘している。そして「母親にとっ
て子どもを産み育てる経験は、相反する価値や
評価を同時に経験し、それを自己の経験として
受け入れ統合するプロセスである」と述べてい
る。すなわち、子育てとは、その過程において、
肯定的・否定的両側面の感情や経験を通して揺
れ動きつつ、親自身も変化する過程であると考
えられよう。
　このような「肯定的側面」「否定的側面」を
内包すると考えられる「子育て」において、育
児不安やストレスをはじめとする否定的側面を
軽減する要因として、様々なサポートが考えら
れる。昨今では様々な社会的ニーズから地域に
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おける「子育て支援」の充実が求められている。
上述のように子育てが子どものみならず親をも
発達させるという観点から考えるならば、「子
育て支援」は子どものため・子育てのための支
援であると同時に、「親発達支援」でもあると
言うことができよう。
　そのような「子育て支援」のひとつの形とし
て、地域において子育て中の親子が集い過ごす
ことのできる「親子の居場所」があげられる。
市民が中心となって子育て中の家庭を支えるた
めに運営されているものや、行政が中心となっ
て設置・運営を行うものなど、様々な形の居場
所が近年増えてきている。我が国における制度
として整備されつつあるものに「地域子育て支
援拠点事業」がある。地域における子育て支援
機能の充実を図るために、それまでの「地域子
育て支援センター」や「つどいの広場」事業等
を再編し 2007 年に創設されたのがこの「地域
子育て支援拠点事業」である。厚生労働省の示
した事業実施の案内（2007）によると、地域の
子育て支援拠点に求められる機能および支援者
の役割として以下の 3点が挙げられている。
①学び：利用者が気兼ねなく相談できる関係づ
くり、個々の支援や情報提供、利用者同士の関
わり合いや地域の様々な人たちとの交流を促す
ような働きかけ。これらによって、親子がとも
に成長するための学びの機会を広げていくよう
努める。
②支え：支援者は利用者の身近な相談相手・理
解者であるよう努める。利用者同士の支え合い
を促し、世代や立場を超えた様々な人たちの協
力を得て、地域全体として子育て家庭を支える
環境づくりを行う。
③親子の力を引き出す：親が自己肯定感を高め
子どもや子育てに向き合う余裕を回復する過程
を重視する。様々な活動を通して刺激や学び得
る機会を作り出し、親子の力を引き出すように
働きかけていく。
　このように、地域において家庭以外に親子が
集い過ごすことのできる「親子の居場所」は子
育て家庭にとって重要なサポート資源となるべ
く設置され存在している。そこで、これらの支
援が具体的に子育て中の親にどのように影響を
与えているのかについて、当事者である利用者
の親自身はどのように認識しているのかを検討
することは、今後の「親発達支援」及び「親子
の居場所」の充実に向けても重要なことである
と考えられる。
　「子育て支援」が親に与える影響については、
これまで、週 1回 1年間にわたる幼児教室とい
う継続的な子育て支援を受けることによる母
親の意識の変化を検討した尾崎（2003）中谷
（2008）、や子育て支援セミナー受講における母
親の変化を検討した木村他（2000）などの研究
がある。前者においては、母親意識や育児不安
の因子の大半が教室修了時には良好な状態に変
化したこと（尾崎 ,2003）や母親の子育てに対
する肯定的感情を高める効果があったこと（中
谷,2008）が示されている。また後者においても、
セミナー受講により、子どもに対する苦手意識
を抱いていた母親が減少したり、子どもが示す
行動の意味の理解が深まり子育てが楽になりゆ
とりが持てるようになったりという変化がある
など、有効な支援であると述べられている。
　幼児教室やセミナーとその特徴を比較する
と、「親子の居場所」はそれらのように常に特
定の参加者や決まった日時・プログラムを設定
した支援ではない。地域において子育て中の親
子が誰でも利用したい時に日常的に利用できる
ことが特徴である支援形態である。そこで、こ
の「親子の居場所」という支援形態においても、
先に示したような有効な支援となり得ているの
かどうか、そして親の発達をどのように支えて
いるのかについて、親の認識という観点から子
育てにおける変化を検討することを本研究の目
的とする。
方　法
１．調査協力者および実施方法
　A市内の「親子の居場所」の利用者を対象
にそれぞれの居場所を通し質問紙を配布し、留
置法にて回収した。
　なお、本研究で配布対象とした「親子の居場
所」とは①主に乳幼児とその親を対象としてい
る②支援スタッフが常駐している（場所だけの
提供ではなく他者による支援を受けることが可
能である）③単発的ではなく継続性のある活動・
場所である（継続的支援を受けることが可能で
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ある）、とした。
具体的配布場所は以下のとおりである。地域子
育て支援拠点事業（センター型）38 か所、地
域子育て支援拠点事業（ひろば型）1か所、市
民運営の親子の居場所 7 か所。配布数は 1299
名、回収された質問紙は 704 名（有効回収率
54.2%）であった。調査実施時期は2009年10月。
なお、倫理的配慮として、調査にあたっては、
調査結果は統計的に処理され個人が特定される
ことの無いようプライバシーに十分配慮し個人
に不利益が生じることは決して無い旨を、質問
紙表紙の依頼文に明記したうえで、任意で回答
を求めた。
２．調査内容
１）基礎情報：年齢、子どもとの続柄、家族構
成、子どもの人数・性別・年齢、子どもの父母
の就業状況
２）「親子の居場所」について：名称、満足度（ス
タッフの数・スタッフの質・安全面・遊具等備
品・会場設備（広さ等）・アクセス・利用料金・
開設日時・親同士の交流・一人の人として他者
との交流・イベント・子育て相談・子育て情報
提供・一時預かり）。満足度は上記 14 項目につ
いて「満足・ほぼ満足・あまり満足でない・満
足でない」の 4件法にて尋ねた。
３）「親子の居場所」利用による母親自身の意
識の変化について（選択肢複数回答法）
子育てを支えてもらっていると感じた／子育て
の不安や心配を取り除けた／孤独感が減った／
親としての自分に自信を持つことができた／一
人の人としての自分を取り戻すことができた／
その他／特に変化はなかった
４）「親子の居場所」利用による「子ども・子育て」
への認識の変化の有無とその変化内容（自由記
述）
結果と考察
１）基本的属性
回収された質問紙の回答者の子どもとの続柄の
内訳は、「母親」648 名（92.0%）、「父親」4 名
（0.6%）、「祖父母」27 名（3.8％）、「その他」4
名（0.6%）、「無回答」21 名（3.0%）であった。
本研究では、この結果より可能な限り条件を統
制するために、回答者が「母親」である 648 名
を以降の分析対象とする。
なお、648 名の基本的属性はTable １のとおり
である。
２）「親子の居場所」についての満足度
　利用している「親子の居場所」（以下「居場
所」）に関する各項目の満足度の割合（「一時預
かり」等項目によっては実施していない「居場
所」もあるため有効パーセントにて示している）
は Figure １のとおりである。なお、質問紙で
はこれまで利用したことのある「居場所」のう
ち３ヶ所までについてそれぞれ回答できるよう
になっているが、今回の分析では個人の変化に
注目して分析を行うために 1人につき 1か所の
「居場所」（1番目に記載されたもの）について
のみを分析対象とした。
　14 項目中 9項目が「満足」「ほぼ満足」を合
わせて 90%を超えており、3項目が 85%をこえ
ている。このことより、いずれの項目も満足度
は高いと言える。満足度の一番低かったものは
「アクセス（駐車場や公共交通機関の便の良さ）」
であり（「満足」「ほぼ満足」は 77.5%）約 4人
に 1人は「居場所」へのアクセスに関して不満
を抱いていると考えられる。
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３）「親子の居場所」利用による母親自身の意
識の変化
　「居場所」を利用したことによる母親自身の
気持ちの変化について、選択肢からあてはまる
ものすべてを選択するよう求めた。その結果、
「特に変化がなかった」と回答した人は 35 名
（5.4%）であり、無回答の 8名（1.2%）を除くと、
何らかの「変化があった」人は 605 名（93.4%）
であった。変化の内容はFigure2 に示したとお
りである。9割以上の人が「居場所」を利用す
ることにより、その意識に何らかの肯定的変化
を感じており、6割近くの人が子育てにおける
不安感・孤独感の軽減を感じているということ
が明らかとなった。また、「子育て支援」の場
でありながらも「一人の人としての自分」とい
う感覚を取り戻したと 1割の人が回答している
ということは、「母親」という一つの役割とし
てのみではなく、「私」として「居場所」にお
いて受け入れられていると感じているという現
れであると考えることができよう。
４）「親子の居場所」利用による「子ども・子育て」
への認識の変化
　「居場所」を利用したことにより「子ども」
や「子育て」に対する認識の変化があったかど
うかを尋ね、その変化内容について自由記述に
て回答を求めた。その結果、変化があった（528
名、81.5%）、変化はなかった（75 名、11.6%）で、
8割以上の人が「居場所」を利用したことによっ
て「子ども・子育て」への認識が変化したと感
じていることが明らかになった。
　さらに、記述による変化の内容を調査者（著
者）2名にて 7つのカテゴリーに分類した。分
類したカテゴリーおよびその内容をTable2 に
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示した。以下にそれぞれのカテゴリーごとの内
容と具体的記述内容を示すこととする。
（a）「我が子」
　本調査項目は母親自身の認識の変化を問うた
ものではあるが、母親の目から見て「子どもが
成長・変化」しているのを感じたとの回答も多
く見られた。このような「我が子の変化に関す
る気づき・認知」がこのカテゴリーである。具
体的記述内容の例は以下のとおりである。
（以下、同様に具体的記述内容を示す。なお、
下線は著者による。何が変化に関連しているの
か、について記載がある部分には下線を引いて
ある。）
・他の子と触れ合うことで、ひとみしりが少な
くなったり、ことばをしゃべるようになった
りと、とても成長した。
・活発になった。
・いきいきした顔になった。
・親から離れてひとり遊びができるようになっ
た。
・同世代の子どもと遊ぶことで、人とのかかわ
りや楽しさを学んでいる点。
・お友達に優しくできるようになった。我慢を
おぼえた気がする。
・子どもの遊び方の幅が広がったり、他の子と
会うことで刺激を受け、成長していると思う。
・体を使った遊びが好きになった。
・歌をよく歌うようになった。
・他の子から刺激を受けて、支援センターでは
トイレに進んで行く。
・自分でご飯などを食べるようになった。何で
も積極的にやりたい、になった。
　このように「居場所」を利用することによっ
て、子どもの特徴の変化や、他者との関わり方
や社会的ルール・自己コントロールの獲得、遊
び方や好みの変化、また基本的生活習慣に関わ
る場面での変化に至るまで、様々な側面で子ど
もが変化していることを、親は認識しているこ
とがわかる。
（b）「我が子理解」
　このカテゴリーは、「居場所」を利用するこ
とによって「子ども（我が子）」への見方や捉
え方が変わった、という回答のカテゴリーであ
る。家とは違う子どもの一面を見て、また他児
の様子と我が子の様子を比べることによって、
我が子への理解が変化した、我が子の育ちへの
理解を深められた、という回答内容となってい
る。
・他の子ども達と比べて自分の子どもの性格や
好きなものがわかった。
・子どもの好きな、今現在興味のあることや遊
びの様子が良くわかる。
・周りの子ども達になじめるか不安だったが、
少し様子を見てから動き出す子どもを見て、
自分なりに考えているのだと思いました。
・子どもの、家で家族でのみいるときとは違っ
た一面が見える。
・2人目の子どものため、見落としがちだった
けれど、この子の楽しそうな顔や遊ぶ様子を
じっくり見られてよかった。
・他の子の様子を見る機会が増えて、みんな同
じだなぁと安心したり、自分の子どものよい
面に気づいたりした。
・他の子も同じ…または違うところなども見る
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ことができ“うちの子はうちの子”と思える
ようになり気持ちが楽になった。
・この子はこのままでいいんだと思える。
・子どもがするサインを見逃したことがあり、
又理由が分からなかったりしていたが、他の
ママさんからアドバイスをもらって気がつい
たりする事があった。
　人はその置かれた環境の違いによって、異
なった行動を示すものである。家庭という一場
面、もしくは家族という特定の他者とのかかわ
りの中での子ども理解にとどまらず、家庭とは
異なる場所で他者と関わる経験の中で示す子ど
もの姿を通して、親はその子どもの特徴や好み、
発達の様子等に気がつき、我が子への理解を深
めることができていると言えよう。また、他の
子どもと我が子の様子を比較することにより、
我が子の育ちを理解したり、我が子を「この子
はこの子として」丸ごと受け止めようとしたり
という意識が芽生えていることも明らかとなっ
た。
（c）「『子ども』理解」
　このカテゴリーに分類されたのは、我が子の
みならず「子ども」という存在そのものについ
ての認識に変化があった、という回答である。
・子どもはまだまだ成長の途中。できないこと
があって当たり前。あまり要求してはいけな
いのだと気が付いた。
・なぜ？子どもの立場になっての不思議な行動
が理解できた。
・少し大きな子を見てあと○ヵ月たつとこうな
るんだ、など育児書ではわからないことを学
べる。
　近年、親になるまでの乳幼児との接触経験が
ますます少なくなっていることが指摘されてい
る（原田 ,2003）。また、育児の孤立化と表現さ
れるように、親になった後も自分の子ども以外
の子どもと接する機会は決して多くない。その
ような中で、「居場所」利用を通して他の子ど
もを見ることにより「子ども」とはこういうも
のなのだと子どもそのものへの理解を深める機
会となっていることが記述により示されている
と考えられる。
（d）「親子環境」
　このカテゴリーは、「居場所」を利用するこ
とによって、親子を取り巻く「環境」に変化が
あったことを認識している回答である。「居場
所」を利用することによって、親子を取り巻く
人的環境や生活時間などの物理的環境が変化し
ていることへの認識であった。
・親子共々友達が増えた
・家で子どもと 2人きりでいるより、沢山の人
と接することで生活にメリハリがついた。
・生活リズムができたので、規則正しくなった。
　親子ともに子ども同士親同士の人間関係の広
がりがみられたり、生活リズムが整ったりと、
親子の生活における変化がうかがえる。
（e）「親の気持ち・考え」
　このカテゴリーは、母親自身の気持ちや気分
が変化したという回答が分類される。子育てに
おける不安の減少や、子どもや子育てに関する
肯定的感情の生起などである。
・自分だけが育児をつらいと感じていると思っ
ていたが、みんなそれぞれ悩みがあることが
わかり子育てが楽しくなった。
・いろんなママさんとお話しして心にゆとりが
できた。
・親が先生や他の親から学ぶことが多い。子育
てのストレスがなくなる。
・自分の置かれている状況に共感してもらい、
励みになった。
・食事のこと、成長のことなど他のお母さんや
子どもと接し自分の子どもの「子育てはこれ
でよかったのだ！」と不安から安心に変えら
れた。
・周りの人も同じような子育ての悩みをかかえ
ていることを知り、深く悩まなくなった。
・気軽に話ができて悩みや情報を聞いたりでき
るようになり、視野も広がった。
・母として子とずっと 2人で過ごしている私に
とっては気分転換になる。
・スタッフや他のママとの交流の中で、子ども
を客観的に見ることができ、より愛しく思う
ようになった。
　「居場所」のスタッフや他の親と関わる中で、
その交流・情報交換・相談などを通して、母親
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の意識は変化している。不安から安心へ、スト
レスの減少、悩みの減少、気分転換やリフレッ
シュ、視野の広がり、子どもへの愛おしさの増
加など、多岐にわたり子育てにおける否定的感
情が減少するもしくは肯定的感情が増加してい
ることが多く表現されていた。
　育児不安・ストレスの軽減といった側面につ
いても「居場所」は有効な子育て支援であるこ
とが明らかとなったと言えよう。
（f）「親の行動」
　このカテゴリーへの分類は、母親自身の行動
に変化があったことへの言及である。母親は、
子どもへの接し方が変わるなど、「居場所」を
利用することで、自分自身の行動が変化したこ
とを認識している。
・子どもと 2 人きりの時間が辛かったことも
あったが、他の子どもと遊ばせたり他の親の
話を聞くうちに、子どもと 2人きりの時間も
楽しめるようになった。
・子どもに対して楽に接することができるよう
になった
・利用することでイライラ、ガミガミせず、ゆっ
たりとした気持ちで接することができる。
・より前向きに子どもとかかわりたいと思えた
点。遊ばせ方や読み聞かせ方などに変化がで
きた点。
・引っ越してきて利用するようになった。なん
となく○○区の子育て状況がわかった気がし
たので、他の場所にも積極的に出かけたく
なった。
　「居場所」を利用することによって、利用中
のみならず帰宅後など「居場所」以外の場面に
おいても、子どもとの関わりの時間を肯定的に
とらえたりスキルが向上したりと、ポジティブ
な変化が認められている。また、関わり方のみ
ならず、「居場所」の利用を足掛かりとして、
親子の世界を広げる効果も示唆されていた。
（g）「子育てイメージ」
　このカテゴリーは、「子育て」という営みそ
のものに対して、その見方や考え方・捉え方が
変化したと回答したものが分類される。
・子育てに対し大変というイメージばかり持
ち、憂鬱なことも多い毎日だったが、大変さ
はみんな同じであることや、それ以上に喜び
や楽しさもあることを感じることができた。
・｢辛い｣ ｢大変｣ といった負のイメージから ｢
明るい｣ ｢楽しい｣といったイメージに変わっ
た。
・利用する前は子育てに対し“こうであらねば
こうしなきゃ”と、親も子どもも枠にはめよ
うとしていたが、いろんなお母さんがいて、
いろんな子どもがいる中で、ありのままでい
いんだということを利用していく中で教えて
もらいました。また、１人じゃないという安
心感もあります。
・子育てしているのは自分ひとりではないんだ
と思いました。
・いろんな親子の形があるんだなと思った。
・子育てはみんなで助け合ってやっていくも
の。ひとりで頑張りすぎる必要はない。子ど
もを子育てを楽に受け入れられるようになっ
た。
・子育ては 1人でするものじゃない。地域です
るもの。みんなですること。という考えに変
わりました。
・ボランティアの方が運営しているので、社会
に子育てを支えてもらっているという実感を
味わえた。
　前述したように「子ども」と触れ合う機会が
減少していると同時に、「子育て」についても
日常生活の中で自然な形で目にする機会が減少
している。世代間における子育ての知恵や経験
等の縦の伝承や、同世代の横のつながりなど、
さまざまな伝承や伝達が難しくなっているので
ある。そのような中で、「居場所」を利用する
ことによって、子育てのイメージが肯定的に変
化したり、子育てをしているのは自分一人だけ
ではないという意識を持ったり、子育てを支え
てもらうことを肯定的にとらえたりといった子
育てそのものへの意識の変化が見られることが
わかった。また、「居場所」があるということ
そのこと自体が「地域で支えられている」とい
う意識につながっている可能性も示唆されてお
り、ここに地域に親子の居場所が存在すること
の大きな意義がうかがえる。
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　また、全体を通して、それぞれの変化が「居
場所」の何において変化したのかについては、
下線部の通り、活動経験・他者（我が子、他児
や他の親、スタッフ）との関わり、その中での
交流・相談・情報交換、そして他者により受け
止められることなど多岐にわたっていることも
明らかとなった。
　加えて「変化はなかった」と回答した人の自
由記述を検討したところ、質問紙に回答した時
点で「利用の日数が浅い」ことを変化がない理
由として挙げている人が多かった。継続的な支
援が重要であることを示唆していると考えられ
る。
５）満足度と変化との関連
　先に示した「親子の居場所」に関する満足度
は母親の変化に関連しているのかを明らかにす
るために、満足度 13 項目（「一時預かり」につ
いては実施していない場所も多いため分析か
ら除いた）の平均を出し、その得点の高低に
より 2群に分け、各変化項目との関連をχ2 検
定にて調べた。その結果、「子育てを支えても
らっていると感じた」「子育ての不安や心配を
取り除けた」「親としての自分に自信を持つこ
とができた」の 3項目および「子ども・子育て
への認識の変化の有無」において有意であった
（Table3-1 〜 4）。いずれも、満足度の高い群の
方が低い群に比べて変化を認識しやすいという
結果である。子育て支援において、その支援に
対して満足をしている人ほど子育てにおける変
化を感じやすいということが言えよう。先に検
討した、親の認識の変化においても、他児・他
者との関わり、相談、情報交換などの要因が認
識を変化させていることが明らかになっている
ことからも、「居場所」で経験する様々な側面
が親の変化につながっていることがわかる。す
なわち、利用者のニーズを理解し、そのニーズ
に応えていく丁寧な支援が、親自身の変化や変
化に対する認識につながるということが示唆さ
れたと考えられる。
全体的考察
　本調査では、子育て支援のひとつの形である
「親子の居場所」を利用することが、親の認識
の変化につながっていることが示された。子育
て支援の大きな目的であると考えられる不安感
や孤独感の軽減はもちろんのこと、子どもや子
育てに対する認識をも変化させていることが明
らかになった。
　具体的な変化としては「子どもの変化」「親
自身の変化」それぞれが認められている。子育
ては親が子どもへ一方向的に影響を与えるもの
ではなく、親の側も、子どもの個性や発達的変
化の影響を受け、親・子双方が影響を及ぼし合
うことによって、子どもの行動が形成され、同
時に子どもとの相互作用を通して親の側も変容
を遂げていくという相乗的相互作用の営みであ
る（坂上 ,2003）。そのような意味において、「居
場所」を利用することにより子どもが変化する
ということは、それを受けて親が変化する、も
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しくは親子の関係性が変化することにつながる
であろう。また、そのような子どもの変化・成
長を認識し、子どもへの理解や肯定的感情を深
めることは、子育てと子どもの育ちをより肯定
的側面へ導くことにつながる。
また、不安感・負担感・ストレスの軽減のみな
らず、視野の広がりや親子の行動範囲の広がり、
子育てにおけるスキルの向上といった親自身の
変化は、まさに「育児は育自」であるという親
自身の発達の認識を具体的にとらえたものであ
ると言える。
さらに、注目すべきことは、「子育て」そのも
のイメージを肯定的にとらえ、自分たちの子育
てを社会の中の営みとして「支えてもらっても
よいものなのだ」「支えられているのだ」とと
らえることができるようになっているというこ
とである。このことは、同じように子育てをす
る他者に対してもしくは次の世代において、こ
の人たちが「支え手」となり得る可能性を秘め
ていると考えられるからである。今後、地域に
おける子育て支援の輪においてこのような認識
を持つ当事者が増えることは非常に重要なこと
であると思われる。
以上、このような多岐にわたる変化が認めら
れていることから言えることは、「親子の居場
所」という子育て支援が、地域子育て支援拠点
事業において求められると示されていた、「学
び」の場であり「支え」の場であり「親子の力
を引き出す」場である、という目的にかなった
支援であるということであり、それが故に子育
てと同時に「親の発達」をも支え得るものであ
るということである。地域に「親子の居場所」
が存在することの意義がここに示されたと言え
よう。
　最後に、本調査の問題点と今後の課題につい
て 2点述べる。1点目として回答者の母集団に
ついてである。今回対象とした「親子の居場所」
は、その特徴として、保育所等のように利用者
が定まっているわけではなく、来たい人がいつ
でも来ることのできる場である。言い換えるな
らば、来たくない人は来なくなってしまう場で
あるともいえる。すなわち、今回の回答者は利
用しているという点で「居場所」を少なからず
肯定的にとらえている人が多い母集団からの回
答者である。利用と親の発達・変化の関連につ
いては本回答者の変化で明らかにされ得るが、
地域においてより多くの人に有効となる「親発
達支援」としての具体的支援内容については「利
用していない人」のニーズも明らかにしつつ検
討していく必要があろう。合わせて、利用者の
満足度が、親の変化に関連することも示された
ことから、より充実した支援が提供されること
が、子育て中の親の発達を支えることにつなが
ると考えられるため、具体的にどのようなニー
ズに対応する支援をさらに充実させていくべき
かについては、今後の課題としたい。課題の 2
点目としては「親の発達」を検討するうえでは、
「母親」のみならず「父親」についての検討が
必要であるということである。今回の質問紙の
回答者は結果的に母親が 92%を占めていたこ
とから、現在「親子の居場所」を直接的に利用
しているのは母親が多いことを示しており、分
析対象も今回は母親のみとして行った。しかし、
先行研究でも示されているように子育てにおい
て発達するのは何も母親だけではない。今後、
子育て支援が父親に与える影響についても検討
する必要があると考えられる。
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